


























































A comparison of the friendship of Chinese students
 
and Japanese(1)














































































質問項目 F1 F2 F3 F4 F5
1 自分の内面に踏み込まれないように気をつける .649 .018 .154 －.054 .021
10 あまり私のすることに口出ししないでほしい .553 .162 .050 －.033 －.082
49 友達にはありのままの自分は出せない .551 －.085 －.073 .080 －.017
36 なるべく本音の話をしないようにしている .519 －.053 －.162 .091 －.093
20 友達の本心は知らないほうが楽だ .496 .015 －.052 .023 －.067
6 友達の気持ちに踏み込んでいかないように気をつけている .463 －.027 .040 .027 .219
13 友達付き合いがわずらわしいと思うことがある .426 .115 －.010 －.165 .025
40 友達と一緒にいると安心できる －.018 .593 .005 .200 －.010
45 困っているとき相談に乗る －.043 .548 .032 －.120 .121
58 友達とは気持ちが通い合っている －.044 .489 .098 .015 －.135
55 甘えさせてくれる －.006 .473 －.160 .048 .063
43 私の行動や考えを束縛しない .109 .427 .210 －.193 －.061
51 友達と一緒に騒ぐ －.116 .393 －.007 .010 .048
44 楽しい雰囲気になるよう振舞う .080 .381 －.065 －.039 .010
61 友達が楽しくないと自分まで楽しくなくなる .179 .360 －.049 －.001 .145
17 友達に私に対して自分の意見をきちんと言ってほしい －.035 －.032 .681 .166 －.023
9 友達には私の意見をきちんと言いたい －.052 .008 .590 －.007 －.039
38 友達と少し位傷ついても本当のことを言い合いたい －.058 .042 .428 －.026 .065
19 友達に甘えすぎない .265 －.174 .419 .029 .061
18 友達には一緒にいて欲しい －.045 －.114 .092 .819 .039
34 友達と一緒にいたい .051 .402 －.045 .501 －.026
64 友達と一緒にいることで私自身を成長させたい －.050 .047 －.045 .033 .742
63 もっといろいろなことを話し合いたい .052 .095 .091 .006 .541
寄与率 17.62 23.61 27.44 30.68 33.20
α .711 .654 .555 .685 .653
因子抽出法：主因子法 回転法：Kaiserの正規化を伴うプロマックス法
共通傾向因子相関行列 F1 F2 F3 F4
F1 回避
F2 気の置けない時間をすごしたい －.46
F3 はっきりと伝え合いたい －.42 .44
F4 一緒にいたい －.21 .44 .23




質問項目 F1 F2 F3 F4 F5 F6
70 お互いに不満に思っている点を言い合う .784 －.225 .040 －.105 .065 .110
46 友達関係は割りとあっさりしている －.589 .161 .149 －.270 .169 －.024
66 特に用事もないのに電話で長く話をする .577 －.082 .131 －.076 .074 .021
72 友達のためにならないことは決してしない .545 .422 .023 －.206 .030 .033
77 自分を犠牲にしても相手に尽くす .466 .108 .197 .128 .168 －.171
73 もっと、私のことを信頼して欲しい .434 .136 －.010 .289 －.151 .090
74 もっと私の気持ちを理解して欲しい .406 .114 .077 .267 －.161 .095
14 お金や大切にしているものを友達に貸す .361 －.129 .005 .145 －.064 －.199
71 友達が怒っているときになだめる .354 .238 －.134 .096 .084 －.095
78 失敗は友達とお互いにかばい合う .352 .109 .000 .330 .058 －.049
30 対立しそうな話題は避けるようにしている －.152 .526 .140 .081 －.056 .092
47 お互いのプライバシーにたち入らない －.117 .508 .134 －.231 －.144 .007
79 友達とはなるべく言い合ったり争いごとをしないようにしている －.065 .491 .011 .268 －.155 .016
29 相手に自分の意見を押し付けないよう気をつける －.293 .486 －.163 .070 .230 －.055
52 互いに傷つけないように気をつかう .046 .472 －.143 .265 －.045 .064
75 自分の感情を悟られないように気をつけている －.013 .428 .340 －.141 －.093 .026
2 お互いの世界を尊重している .190 .422 －.313 －.129 .206 .166
65 友達に心配かけないように気をつける .166 .416 .065 .021 －.071 －.138
7 友達の気持ちに気をつかう .022 .415 －.060 .129 .208 .012
32 友達の考えを押し付けられているように感じる .110 .005 .546 －.152 .004 .058
33 友達の考えと自分の考えの区別がつかなくなる .072 －.114 .518 .187 .055 －.059
54 友達に裏切られるのではと思う －.277 －.008 .490 .109 .035 .069
48 まじめな話題を避ける .001 .222 .480 －.140 －.185 －.098
31 友達の頼みを断ることができない .069 .258 .403 .002 .275 －.073
60 友達が自分の知らない友達と話しているのを見てさびしさを感じる .023 －.100 .377 .258 .099 .192
62 友達と違うことはしたくない .257 －.054 .365 .077 －.006 .100
59 友達の考えていることが分からなくなって不安になる .096 －.050 .325 .293 －.088 .033
11 仲間はずれにされるのが絶対にいやだ .024 －.046 .026 .536 .175 .059
41 友達と同じような話題を持ちたい .093 －.026 －.020 .518 .059 .107
80 友達にはなるべくよく思われるように振舞う .040 .350 －.004 .503 －.189 .092
3 友達からどう見られているか気になる －.028 .111 .121 .445 .086 .081
22 頼りになる －.138 .073 .052 .215 .614 －.118
5 自分の性格についての話をする .081 －.110 .055 －.073 .578 .170
4 自分の趣味についての話をする .082 .037 －.013 －.131 .517 .183
8 一緒にいて心が安らぐ .025 －.022 －.020 .210 .480 －.149
76 友達の心の支えになろうとする .304 .045 .052 .239 .422 －.103
25 友達よりいい学校に行きたい（いい仕事に就きたい) .056 .021 .021 .072 －.027 .671
23 友達には様々な点で負けたくない .029 .090 .007 .215 .033 .513
24 友達のほうがテストの点がいいと不安になる －.336 －.027 .150 .250 .117 .476
累積寄与率 17.25 24.25 29.22 32.54 34.87 36.77
α .632 .680 .673 .699 .625 .653
因子抽出法：主因子法 回転法：Kaiserの正規化を伴うプロマックス法
異なる傾向因子相関行列 F1 F2 F3 F4 F5
F1 相互理解・関与
F2 気遣い .49
F3 同調 .01 .21
F4 依存 .48 .45 .26
F5 開示 －.14 －.25 －.24 －.10
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The present study aim to compare Chinese students and Japanese students with regards
 
to the multiple aspects of friendship.218 Chinese students and 247 Japanese students complet-
ed a questionnaire which contained 80 items related to friendship. 80 items were divided into
 
two groups. One group,designated as“different group”,was constructed by the items which
 
had the significant difference in each item’mean between Chinese students and Japanese
 
students. The other group,designated as“same group”,was constructed by the items which
 
had the no significant difference. Factor analysis revealed five factors based on “same
 
item”group and six factors based on “different item”group. Eleven sub-scales were
 
constructed and ANOVA was performed on sub-scales by culture and gender. It was
 
concluded that Japanese students were more disclose to their friends than Chinese,where as
 
Chinese students showed higher commitment than Japanese to their friends on other aspects
 
of friendships.
Key words:Chinese and Japanese,university students,friendship questionnaire
［Abstract］
A comparison of the friendship of Chinese students
 
and Japanese(1)
―?An investigation based upon factor analysis―?
Yi WANG
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